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※上の表で＃印は活用語尾がないことを，△印は活用形がないことを示す。また，〃印は最上段の語●
尾と同じであることを表す。
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は四段動詞につき，／samaL／《られる》
はそれ以外の動詞につく。ただし，力変
動詞/fu，u／《来る》には尊敬の助動詞は
後接せず，「来られる」の意味では本動
詞/MmjaL／《いらっしゃる》を用いる。
siNsfi9akakamaL《先生が書かれる》
ｓｊＵｕ９ａｄｕｋｉ，i,ｊｕ'ibisamaL《おじいさん
が木を植えられる》
siNsfi9aMmjaL《先生がいらっしゃる》
3.3.2連用形
l）単独で中止の形となる。
，uQtu，ｕｚｒｌ,jukacIsuza'ａ，i，ijukafu《弟
に字を書き，兄は絵を描く》
2）反復の形で，動作の進行状態を表す。
NnamadukacIkaclti'i，ｕＬ《今，書きつつ
ある》
3）助動詞がついて，状態や様態などを示
す。
①／busIkaM／《たい》の後接で，願望
の意味となる。
ka9izrIsi,ikacrbusImunu《きれいな字
で書きたい》
②／gikaM／《そうだ》がつき，動作が
行われそうな様態の意味を表す。ただ
し，伝聞の意味は表さない。
ｔａｒｕｍａ，ikakaNsu9akanupItu，ｕｋａｃｌ
９ｍｕｎｕ《誰も書かないが，あの人は書
きそうだ》
ｄｕ'usiMukafu9ikaL《自分で書きそう
だ》
③／NfukaM／《にくい》で，動作が行
われにくい状態を表す。
＝knnuzI，IjakacINfumunu《この字は書き
にくい》
kafuNfumunu《書きにくい》が言える
かどうかは未詳。
④／gunkaM／《にくい》がついて，③
とほとんど同じ意味を示す。
ｋｕｎｕｚＩ，Ima'ikacIgumunu《この字も
書きにくい》
この場合,kafu9umunu《書きにくい》
が言えるか否かも未詳。
⑤／,junsI／《できる》の接続で，可能
の意味となる。
ba9adukacrju，usＹ《ぼくが書くこ
とができる》
kafu，junsI《書くことができる》
が表現可能かどうかは不明。
4）助詞が後に続く形。
①係助詞の/､a,i／《も》，／du／《ぞ》，
／'ja／《は》などが続く。
kacIma'i，juMmi，asuN《書きも読みも
しない》
ｂａ，akacYdusI《ぼくは書く》
Ｚｒ'IkaQcamucIkasImunu《字を書くのは
難しい》(cfkaQca←kacI《書き》＋'ja《は》）
②接続助詞の/gacIna／《ながら》，
／Qcja，aN／《ながら》がつく。意味は
両形ともほとんど同じである。
kacI9acma,juM《書きながら読む》
kacfQcja，aNpanaQsu，ａｓｍａ《書きながら
話をするな》
③格助詞/9a／《が》がついて，動作の
目的を表す。
Ｚｒ，rkacI9ama,iNka，i'idiL《字を書きに
前へ出る》
5）補助動詞が続く形，この場合，kafuの
形は用いられない。
①／kaniL／《かねる》がつく。
、a'a,jukacIkaniL《名前を書きかねる》
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②／,uL／《居る》がついて，進行態を
示す。
Nnamadukaki'i，ｕＬ《今，書いている》
③／ffiL《くれる》がつく。
，i，ijukakrifi，ｉＬ《絵を描いてくれる》
④／nja，aN／《ない》の後接で，動作の
完了を表す。
Mmjakaki'inja，ａＮ《もう，書いてしまっ
た》
3.3.4過去形
助動詞/taL／《た》がついて，過去・完了
の意味を表す。ただし，／kacl/に続く時は
単純過去を示し,,／kafu/に続く場合は状
態過去を示すようである。
ｃｍｕｄｕｋａｃＩｔａＬ《昨日書いた》
Nkja，aNnaiu'ｕｄｕｋａｆｕｔａＬ《昔は，よく
書いていた》
3.3.5終止形，
1）単独で言い切りの形になる。
ka9izWjukacr《きれいな字を書く》
masa9aNkafu《正しく書く》
2）接続助詞/tfi／《と》，／su9a／《けど》
がつく。
。u，usi，ikaclti'i,a'ItaM《自分で「書く」
と言った》
kacIsu9akaMiN《書くけど，書けない》
3.3.6終止形２
終止形,より強調の意味がある。
l）単独で文を終止する。
Qva9akakadaka,ａｂａ９ａｋａｃＩＭ《君が書
かないなら，ぼくが書く！》
pItumikafuM《一緒に書く！》
2）終助詞/do，o／《ぞ》がつく。
ｂａＭｍｉｋａｃｌＭｄｏ'０《ぼくも書くぞ》
NnamakafuMdo'０《今書くぞ》
②／nansI／《直す》がつく。
，janazl'fjukacima，usＩ《きたない字を書
き直す》
③／pazImiL／《始める》がついて，動
作の始動の意味となる。
NnamadukacIpazImiL《今,書き始める》
④／patiL／《果てる》がつき，動作の
終了を示す。
MmjakacIpati，inja，ａＮ《もう書いてし
まった》
⑤／cIzIkiL／《続ける》がつく形。
,juL9amikacIcIzIkiL《夜まで書き続け
る》
⑥／nukusI／《残す》がつく。
kacInukusltaL《書き残した》
⑦／macI9a，iL／《間違える》が続く。
kacImacI9a，ｉＬ《書き間違える》
3.3.3接続形
1）単独で中止の形となる
Ｍａｚｌ'１，jukaki,ikarja，ａ,i，i'ｊｕｋａｆｕ《ぼ
くは字を書いて，彼は絵を描く》
2）それのみで動作が完了する意味を表
す。
ba9aduNnamakaki，i《ぼくが,今書いた》
3）係助詞/､a,i／《も》，／du／《ぞ》，／，ja／
《は》が続く。
kaki,ima,iffiN《書いてもぐれない》
kakridu，utaL《書いていた》
kaki'i'jamfiQtaN《書いてはみなかった》
4）接続助詞/kara／《から》がつく。
masa9aNkaki'ikara1uM《正しく書いて
から，読む》
5）補助動詞などが続く。
①／，aL/《有る》がつき，結果態を示す。
kumaNdukakfi，ａＬ《ここに書いてある》
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３）接続助詞/tfi／《と》について，進行
態を表す。
kaciMti,ｉｄｕ，asi，ｉｎＬ《書いて（いる状態を
して）いる》
kafuMti,ｉｄｕ'ｕＬ《書いて（いる状態で）いる》
3.3.7連体形
体言を修飾したり，助詞が続いたりする形
である。
１）体言を修飾する形。
kacipftu'ｕｍｒｉＮｒｏ《書く人はいないか》
ｋａ,i9adukafupazI《彼が書く筈だ》
２）助詞が続く形。
①格助詞/，juL／《より》がつく。
kacl'juLsu'ujumibadumasI《書くより
読めばいい》
kafu,juQra,jumi《書くよりは読め》
②副助詞/tja,ana/《ばかり》,／kja/《ま
で》がつき，程度を表す。
kacltja,anasri，jumaN《書くばかりで読
まない》
ba9akafukjamacfi，uri《ぼくが書くま
で待っていろ》
③終助詞の/､a／《な》がつく。禁止
の意味を表す。
QsjanazrIsi'ikacIna《きたない字で書
くな》
Qva,akafuna《君は書くな》
④係助詞/du／《ぞ》の結びになる。
この用法には/kafu/を用いるのが普通の
ようである。
zfl，ｊｕｂａ，amasagaNti，ｉｄｕｋａｆｕ《字はき
れいに（ぞ）書く》
3.3.8条件形
接続助詞/ba／《ぱ》がつく形である。確
定条件と仮定条件の二つの意味を表す。
sItumutikarakakibadu，jusarabiNna
,uWaLtaL《朝から書いたので，夕方に
は終った》
Qva9akakibaduka'ima，ikafu《君が書
けば，彼も書く》
3.3.9命令形
１）それのみで命令の意味を示す。
puQcikaki《速く書け》
２）終助詞／，job／《よ》，／ra／《よ》，
／Ｍｉ／《ね》がつき，強い命令や柔かい
命令を示す。
masa9aNkaki,job《正しく書きなさい
よ》
puQcikakira《速く書けよ！》
kunukabINna'a'jukakiha，ｉ《この紙に
名前を書けね》
４．おわりに
以上，これまで長浜方言の動詞の活用につ
いて記述した。しかし，これですべてが完全
に記述された訳ではない。今後とも厳密な記
述研究を要することは言うまでもない｡特に，
終止形の/kacI／《書く》と/kafu／《書く》の
用法の違いについては，さらに論究する必要
があろう。ともあれ，今後は宮古方言の動詞
活用の日本祖語に遡ぼろ部分とそうでない部
分を，明らかにすることが望れる゜
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